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　式（ＩＩＩ）：

　の化合物、またはその薬学的に許容される塩（式中：
　Ｌ１は、結合、Ｃ１－Ｃ６アルキル、またはＣ１－Ｃ６ヘテロアルキルであり；ここで
、Ｃ１－Ｃ６アルキル及びＣ１－Ｃ６ヘテロアルキルは、少なくとも１つのＲ７で場合に
より置換され；
　Ｌ２は、Ｃ１－Ｃ６アルキル、またはＣ１－Ｃ６ヘテロアルキルであり；
　Ｒ１は、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８であり；
　Ｒ２は、水素、－ＯＲ９、－Ｎ（Ｒ９）２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ９

）２、－Ｃ（＝Ｎ－ＯＨ）Ｒ９、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ９）２、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３

－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６ヘテロアルキル、または場
合により置換されたヘテロシクロアルキルであり；
　Ｒ３は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキル、またはＣ１－Ｃ６ハロアルキルであり
；
　Ｒ４は、アリールまたはヘテロアリールであり；ここで、アリール及びヘテロアリール
は、少なくとも１つのＲ１１で置換され；
　各Ｒ５は、独立してハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキル、またはＣ１－Ｃ６ハロアルキルで
あり；
　各Ｒ７は、独立してＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロ
アルキル、Ｃ１－Ｃ６ヘテロアルキル、－Ｃ１－Ｃ６アルキル－アリール、場合により置
換されたアリール、または場合により置換されたヘテロアリールであり；
　Ｒ８は、水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ヘテロアルキル、－Ｃ１－Ｃ６アルキ
ル－アリール、アリール、またはヘテロアリールであり；
　Ｒ９は、水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ヘテロアルキル、－Ｃ１－Ｃ６アルキ
ル－アリール、アリール、またはヘテロアリールであり；
　各Ｒ１０は、各々独立して水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ヘテロアルキル、－
Ｃ１－Ｃ６アルキル－アリール、アリール、またはヘテロアリールであり；
　各Ｒ１１は、独立してハロゲン、ニトロ、－ＯＲ１０、－Ｎ（Ｒ１０）２、－ＣＮ、－
Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、－ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯ２Ｎ
（Ｒ１０）２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＣＨ２ＳＣＨ３、場合により置換されたＣ１－Ｃ６アルキ
ル、場合により置換されたＣ３－Ｃ８シクロアルキル、場合により置換されたＣ１－Ｃ６

ハロアルキル、場合により置換されたＣ１－Ｃ６ヘテロアルキル、場合により置換された
－Ｃ１－Ｃ６アルキル－アリール、場合により置換されたアリール、または場合により置
換されたヘテロアリールであり；並びに
　ｎは、０～４である）。



(3) JP 2016-532713 A5 2017.10.12

【請求項２】
　Ｒ１がＣ（＝Ｏ）ＯＲ８であり、Ｒ８がＣ１－Ｃ６アルキルであり、Ｌ１が結合であり
、Ｌ２がＣ１－Ｃ６アルキルであり、Ｒ２が水素である、請求項１に記載の化合物、また
はその薬学的に許容される塩。
【請求項３】
　Ｌ１が、結合であり；
　Ｒ１が、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８であり；
　Ｒ８が、水素もしくはＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｌ２が、Ｃ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ２が、水素であり；
　Ｒ４が、少なくとも１つのＲ１１で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ１１が、独立してＣ１－Ｃ６アルキル、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、
－ＳＯ２Ｒ１０、もしくは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；ここで、前記Ｃ１－Ｃ６アル
キルは、１つのヒドロキシによって場合により置換され；
　ただし、少なくとも１つのＲ１１が、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、－ＳＯ

２Ｒ１０、もしくは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；
　各Ｒ１０が、独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　ｎが、０であり；及び
　Ｒ３が、水素である、
　請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４】
　Ｌ１が、結合であり；
　Ｒ１が、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８であり；
　Ｒ８が、水素もしくはＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｌ２が、Ｃ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ２が、水素であり；
　Ｒ４が、少なくとも１つのＲ１１で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ１１が、独立してＣ１－Ｃ６アルキル、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、
－ＳＯ２Ｒ１０、もしくは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；ここで、前記Ｃ１－Ｃ６アル
キルは、１つのヒドロキシによって場合により置換され；
　ただし、少なくとも１つのＲ１１が、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；
　各Ｒ１０が、独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　ｎが、０であり；及び
　Ｒ３が、水素である、
　請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項５】

　から選択される、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
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【請求項６】
　式（ＩＶ）： 

　（式中：
　Ｒ１は、Ｃ１－Ｃ６アルキルまたはＣ２－Ｃ６アルケニルであり、ここで、前記Ｃ１－
Ｃ６アルキルは、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、及びＣ１－Ｃ４ハロアルコキシか
ら独立して選択される１、２、３、または４つの置換基により場合により置換され；
　Ｌ２は、Ｃ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ２は、Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９であり；
　Ｒ３は、水素またはＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ４は、少なくとも１つのＲ１１で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ９は、独立して水素またはＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　各Ｒ１０は、独立して水素またはＣ１－Ｃ６アルキルであり；並びに
　各Ｒ１１は、独立してハロゲン、ニトロ、－ＯＲ１０、－Ｎ（Ｒ１０）２、－ＣＮ、－
Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、－ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯ２Ｎ
（Ｒ１０）２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＣＨ２ＳＣＨ３、Ｃ１－Ｃ６アルキル、またはＣ１－Ｃ６

ハロアルキルであり、ここで、前記Ｃ１－Ｃ６アルキルは、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１－
Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシ、アミノ、Ｃ１－Ｃ４アルキルアミノ、及び
ジ（Ｃ１－Ｃ４アルキル）アミノから独立して選択される１、２、３、または４つの置換
基により場合により置換され；
　ただし、少なくとも１つのＲ１１が、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ１０ＳＯ２

Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、－ＳＯ２Ｒ１０、または－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２である）
の化合物。
【請求項７】
　Ｒ１が、Ｃ２－Ｃ４アルケニルもしくはＣ１－Ｃ３アルキルであり、ここで、前記Ｃ１

－Ｃ３アルキルは、１つのヒドロキシによって場合により置換され；
　－Ｌ２－Ｒ２が、－ＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９であり；
　Ｒ９が、水素もしくはＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ４が、少なくとも１つのＲ１１で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ１１が、独立してＣ１－Ｃ６アルキル、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、
－ＳＯ２Ｒ１０、もしくは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；ここで、前記Ｃ１－Ｃ６アル
キルは、１つのヒドロキシによって場合により置換され；
　ただし、少なくとも１つのＲ１１が、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、－ＳＯ

２Ｒ１０、もしくは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；
　各Ｒ１０が、独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり；及び
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　Ｒ３が、水素である、
　請求項６に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項８】
　Ｒ１が、Ｃ２－Ｃ４アルケニルもしくはＣ１－Ｃ３アルキルであり、ここで、前記Ｃ１

－Ｃ３アルキルは、１つのヒドロキシによって場合により置換され；
　－Ｌ２－Ｒ２が、－ＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９であり；
　Ｒ９が、水素もしくはＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ４が、少なくとも１つのＲ１１で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ１１が、独立してＣ１－Ｃ６アルキル、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、
－ＳＯ２Ｒ１０、もしくは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；ここで、前記Ｃ１－Ｃ６アル
キルは、１つのヒドロキシによって場合により置換され；
　ただし、少なくとも１つのＲ１１が、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；
　各Ｒ１０が、独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり；及び
　Ｒ３が、水素である、
　請求項６に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項９】
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から選択される、請求項６に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１０】
　式（Ｉ）： 
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　（式中：
　Ｘは、－Ｏ－、－Ｓ－、もしくは－Ｃ（Ｒ６）＝Ｃ（Ｒ６）－であり；
　Ｌ１及びＬ２は、各々独立して結合、Ｃ１－Ｃ６アルキル、もしくはＣ１－Ｃ６ヘテロ
アルキルであり；ここで、Ｃ１－Ｃ６アルキル及びＣ１－Ｃ６ヘテロアルキルは、少なく
とも１つのＲ７で場合により置換され；
　Ｒ１は、ハロゲン、－ＣＦ３、－ＯＲ８、－Ｎ（Ｒ８）２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ８、－Ｃ（
＝Ｏ）ＯＲ８、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ８）２、－Ｃ（＝Ｎ－ＯＨ）Ｒ８、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（
Ｒ８）２、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ヘテロアルキル、もしくは場合により置換さ
れたＣ２－Ｃ７ヘテロシクロアルキルであり；
　Ｒ２は、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９であり；
　Ｒ３は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキル、もしくはＣ１－Ｃ６ハロアルキルであ
り；
　Ｒ４は、アリールもしくはヘテロアリールであり；ここで、アリール及びヘテロアリー
ルは、少なくとも１つのＲ１１で置換され；
　各Ｒ５は、独立してハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキル、もしくはＣ１－Ｃ６ハロアルキル
であり；
　各Ｒ６は、独立して水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキル、もしくはＣ１－Ｃ６ハロア
ルキルであり；
　各Ｒ７は、独立してＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロ
アルキル、Ｃ１－Ｃ６ヘテロアルキル、－Ｃ１－Ｃ６アルキル－アリール、場合により置
換されたアリール、もしくは場合により置換されたヘテロアリールであり；
　各Ｒ８、各Ｒ９、及び各Ｒ１０は、各々独立して水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ

６ヘテロアルキル、－Ｃ１－Ｃ６アルキル－アリール、アリール、もしくはヘテロアリー
ルであり；
　各Ｒ１１は、独立してハロゲン、ニトロ、－ＯＲ１０、－Ｎ（Ｒ１０）２、－ＣＮ、－
Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、－ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯ２Ｎ
（Ｒ１０）２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＣＨ２ＳＣＨ３、場合により置換されたＣ１－Ｃ６アルキ
ル、場合により置換されたＣ３－Ｃ８シクロアルキル、場合により置換されたＣ１－Ｃ６

ハロアルキル、場合により置換されたＣ１－Ｃ６ヘテロアルキル、場合により置換された
－Ｃ１－Ｃ６アルキル－アリール、場合により置換されたアリール、もしくは場合により
置換されたヘテロアリールであり；並びに
ｎは、０～２である）
　の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１１】
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　－Ｌ１－Ｒ１が、イソプロピル、－ＣＦ３、及び－Ｃ（ＣＨ３）２ＯＨである、請求項
１０に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１２】
　Ｒ４が１つのＲ１１で置換されたフェニルであり、ここで、Ｒ１１が－ＳＯ２Ｒ１０で
あり、Ｒ１０がＣ１－Ｃ６アルキルである；もしくは、Ｒ４が２つのＲ１１で置換された
フェニルであり、１つのＲ１１が－ＳＯ２Ｒ１０であり、１つのＲ１１が、場合により置
換されたＣ１－Ｃ６アルキルである、請求項１０又は１１に記載の化合物、またはその薬
学的に許容される塩。
【請求項１３】
　Ｘが、－ＣＨ＝ＣＨ－であり；
　Ｌ２が、Ｃ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ２が、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９であり；
　Ｒ９が、水素もしくはＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｌ１が、結合であり；Ｒ１が、Ｃ１－Ｃ６アルキルもしくは－ＣＦ３であり；もしくは
　Ｌ１が、Ｃ１－Ｃ６アルキルであり；Ｒ１が、－ＯＲ８であり；
　Ｒ４が、少なくとも１つのＲ１１で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ１１が、独立してＣ１－Ｃ６アルキル、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、
－ＳＯ２Ｒ１０、もしくは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；ここで、前記Ｃ１－Ｃ６アル
キルは、１つのヒドロキシによって場合により置換され；
　ただし、少なくとも１つのＲ１１が、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、－ＳＯ

２Ｒ１０、もしくは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；
　各Ｒ１０が、独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　ｎが、０であり；及び
　Ｒ３が、水素である、
請求項１０に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１４】
　Ｘが、－ＣＨ＝ＣＨ－であり；
　Ｌ２が、Ｃ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ２が、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ９であり；
　Ｒ９が、水素もしくはＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｌ１が、結合であり；Ｒ１が、Ｃ１－Ｃ６アルキルもしくは－ＣＦ３であり；もしくは
　Ｌ１が、Ｃ１－Ｃ６アルキルであり；Ｒ１が、－ＯＲ８であり；
　Ｒ４が、少なくとも１つのＲ１１で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ１１が、独立してＣ１－Ｃ６アルキルもしくは－ＳＯ２Ｒ１０であり；ここで、前
記Ｃ１－Ｃ６アルキルは、１つのヒドロキシによって場合により置換され；
　ただし、少なくとも１つのＲ１１が、－ＳＯ２Ｒ１０であり；
　各Ｒ１０が、独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　ｎが、０であり；及び
　Ｒ３が、水素である、
　請求項１０に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１５】
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から選択される、請求項１０に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１６】
　式（ＩＩ）：
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　の化合物、またはその薬学的に許容される塩（式中：
　Ｘは、－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｃ（Ｒ６）＝Ｃ（Ｒ６）－であり；
　Ｌ１は、結合、Ｃ１－Ｃ６アルキル、またはＣ１－Ｃ６ヘテロアルキルであり；ここで
、Ｃ１－Ｃ６アルキル及びＣ１－Ｃ６ヘテロアルキルは、少なくとも１つのＲ７で場合に
より置換され；
　Ｌ２は、Ｃ１－Ｃ６アルキル、またはＣ１－Ｃ６ヘテロアルキルであり；
　Ｒ１は、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８であり；
　Ｒ２は、水素、－ＯＲ９、－Ｎ（Ｒ９）２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ９、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ９

）２、－Ｃ（＝Ｎ－ＯＨ）Ｒ９、－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ９）２、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３

－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ６ヘテロアルキル、または場
合により置換されたヘテロシクロアルキルであり；
　Ｒ３は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキル、またはＣ１－Ｃ６ハロアルキルであり
；
　Ｒ４は、アリールまたはヘテロアリールであり；ここで、アリール及びヘテロアリール
は、少なくとも１つのＲ１１で置換され；
　各Ｒ５は、独立してハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキル、またはＣ１－Ｃ６ハロアルキルで
あり；
　各Ｒ６は、独立して水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキル、またはＣ１－Ｃ６ハロアル
キルであり；
　各Ｒ７は、独立してＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロ
アルキル、Ｃ１－Ｃ６ヘテロアルキル、－Ｃ１－Ｃ６アルキル－アリール、場合により置
換されたアリール、または場合により置換されたヘテロアリールであり；
　各Ｒ８、各Ｒ９、及び各Ｒ１０は、各々独立して水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ

６ヘテロアルキル、－Ｃ１－Ｃ６アルキル－アリール、アリール、またはヘテロアリール
であり；
　各Ｒ１１は、独立してハロゲン、ニトロ、－ＯＲ１０、－Ｎ（Ｒ１０）２、－ＣＮ、－
Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１０、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｃ
（＝Ｏ）Ｒ１０、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、－ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯ２Ｎ
（Ｒ１０）２、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＣＨ２ＳＣＨ３、場合により置換されたＣ１－Ｃ６アルキ
ル、場合により置換されたＣ３－Ｃ８シクロアルキル、場合により置換されたＣ１－Ｃ６

ハロアルキル、場合により置換されたＣ１－Ｃ６ヘテロアルキル、場合により置換された
－Ｃ１－Ｃ６アルキル－アリール、場合により置換されたアリール、または場合により置
換されたヘテロアリールであり；並びに
ｎは、０～２である）。
【請求項１７】
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　Ｘが、－ＣＨ＝ＣＨ－であり；
　Ｒ１が、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８であり；Ｒ８が、水素もしくはＣ１－Ｃ６アルキルであり
；
　Ｌ２が、Ｃ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ２が、水素であり；
　Ｒ４が、少なくとも１つのＲ１１で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ１１が、独立してＣ１－Ｃ６アルキル、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、
－ＳＯ２Ｒ１０、もしくは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；ここで、前記Ｃ１－Ｃ６アル
キルは、１つのヒドロキシによって場合により置換され；
　ただし、少なくとも１つのＲ１１が、－ＮＲ１０ＳＯ２Ｒ１０、－ＳＯＲ１０、－ＳＯ

２Ｒ１０、もしくは－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１０）２であり；
　各Ｒ１０が、独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　ｎが、０であり；及び
　Ｒ３が、水素である、
　請求項１６に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１８】
　Ｘが、－ＣＨ＝ＣＨ－であり；
　Ｒ１が、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ８であり；Ｒ８が、水素もしくはＣ１－Ｃ６アルキルであり
；
　Ｌ２が、Ｃ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ２が、水素であり；
　Ｒ４が、少なくとも１つのＲ１１で置換されたフェニルであり；
　各Ｒ１１が、独立してＣ１－Ｃ６アルキルもしくは－ＳＯ２Ｒ１０であり；ここで、前
記Ｃ１－Ｃ６アルキルは、１つのヒドロキシによって場合により置換され；
　ただし、少なくとも１つのＲ１１が、－ＳＯ２Ｒ１０であり；
　各Ｒ１０が、独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　ｎが、０であり；及び
　Ｒ３が、水素である、
　請求項１６に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１９】

から選択される、請求項１６に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２０】



(12) JP 2016-532713 A5 2017.10.12



(13) JP 2016-532713 A5 2017.10.12

から選択される化合物、またはその薬学的に許容される。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩、及
び薬学的に許容される担体を含む、医薬組成物。
【請求項２２】
　ＬＸＲ調節から恩恵を受けるであろう、哺乳動物における疾患、障害または異常の治療
方法であって、前記哺乳動物に、請求項１～２０のいずれか１項に記載の化合物、または
その薬学的に許容される塩を投与することを含む、前記方法。
【請求項２３】
　哺乳動物における前記疾患、障害または異常が、皮膚老化、瘢痕化、乾癬、皮膚炎、湿
疹、蕁麻疹、酒さ、火傷、及びニキビから選択される皮膚の疾患、障害または異常である
、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　ＬＸＲ活性の調節方法であって、ＬＸＲ、またはその部分を、請求項１～２０のいずれ
か１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩と接触させることを含む、前記
方法。
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